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「
太
陽
光
発
電
」
へ
の
期
待
が

高
ま
っ
て
い
る
。

　

太
陽
光
発
電
と
は
、
半
導
体
を
利

用
し
た
太
陽
電
池
で
太
陽
の
光
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
受
け
止
め
、
そ
れ
を
電
気

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
変
換
す
る
シ
ス
テ
ム
。

太
陽
光
に
は
枯
渇
の
心
配
が
な
い
、

発
電
時
に
Ｃ
Ｏ
２

を
発
生
し
な
い
、

　太陽光

太陽光発電の
パフォーマンス、
期待と課題
若尾真治 早稲田大学理工学術院教授

日
射
が
あ
れ
ば
ど
こ
で
も
発
電
で
き

る
と
い
っ
た
長
所
を
持
つ
一
方
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
密
度
が
低
い
た
め
面
積
で

稼
が
ざ
る
を
得
ず
広
い
ス
ペ
ー
ス
が

必
要
、
夜
間
に
は
発
電
で
き
な
い
、

日
中
で
も
気
象
条
件
に
よ
っ
て
は
出

力
が
変
動
す
る
な
ど
の
弱
点
も
あ
る
。

　

太
陽
電
池
の
発
明
か
ら
半
世
紀
以

上
を
経
た
今
、
太
陽
光
発
電
が
急
速

に
注
目
を
集
め
る
背
景
に
は
、
地
球

温
暖
化
の
防
止
に
加
え
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
自
給
率
わ
ず
か
四
％
の
日
本
に

と
っ
て
貴
重
な
国
産
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

選
択
肢
を
増
や
す
と
い
う
意
味
合
い

も
あ
る
。
も
う
一
つ
は
国
際
競
争
力
。

日
本
の
技
術
が
世
界
を
リ
ー
ド
す
る

可
能
性
も
あ
る
。

　

政
府
は
二
〇
〇
九
年
四
月
、「
太

陽
光
発
電
の
規
模
を
二
〇
二
〇
年
ま

で
に
二
〇
〇
五
年
の
二
十
倍
（
約
二

千
八
百
万
kW
程
度
）
に
す
る
」
と
い

う
導
入
目
標
を
表
明
し
た
。
〇
九
年

十
一
月
に
は
、
太
陽
光
発
電
の
導
入

拡
大
を
図
る
た
め
、
家
庭
で
使
い
き

れ
な
か
っ
た
太
陽
光
の
電
気
を
電
力

会
社
が
従
来
の
約
二
倍
の
価
格
で
買

い
取
る
制
度
を
ス
タ
ー
ト
。
一
〇
年

四
月
か
ら
、
前
年
の
買
い
取
り
に
要

し
た
費
用
は
電
気
料
金
に
上
乗
せ
さ

れ
、「
太
陽
光
サ
ー
チ
ャ
ー
ジ
」
と

●実施体制：堺市および関西電力が共同実施
●所在地：大阪府堺市西区築港新町4丁[堺第7−3区（大阪府所有）]　●発電出力：10,000kW
●発電電力量：約1,100万kWh/年（一般家庭約3千世帯の年間電気使用量に相当）
●着工：2009年10月　●運転開始：一部運開2010年11月（予定） 全部運開2011年10月（予定）

堺第7-3区太陽光発電所（最終完成予想図）し
て
国
民
全
員
が
負
担
す
る
こ
と
と

な
っ
た
（
実
際
の
負
担
は
一
一
年
度

か
ら
）。

　

と
は
い
え
、
課
題
も
多
い
。
例
え

ば
発
電
コ
ス
ト
の
高
さ
。
発
電
効
率

が
大
幅
に
向
上
す
れ
ば
コ
ス
ト
低
減

に
つ
な
が
る
が
、
国
の
「Cool Earth 

-

エ
ネ
ル
ギ
ー
革
新
技
術
計
画
」
で

も
、
現
在
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
変
換
効
率

一
〇
〜
一
五
％
を
大
幅
に
超
え
る
革

新
的
技
術
の
実
現
は
ま
だ
先
の
二
〇

三
〇
年
頃
と
見
ら
れ
て
い
る
。
一
方
、

太
陽
電
池
の
価
格
に
つ
い
て
は
、
政

府
が
太
陽
光
発
電
の
導
入
拡
大
を
図

る
方
針
を
打
ち
出
し
、
支
援
制
度
を

整
備
し
た
こ
と
で
、
普
及
に
弾
み
が

つ
き
、
量
産
効
果
で
価
格
が
下
が
る

と
い
う
サ
イ
ク
ル
が
回
り
出
す
可
能
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な
ん
と
見
事
な
平
城
京
。
七
一

〇
年
、
日
本
初
の
本
格
的
な

都
が
で
き
て
一
三
〇
〇
年
。「
こ
れ
ま

で
を
祝
い
、
今
に
感
謝
す
る
と
と
も

に
、
未
来
の
日
本
を
考
え
る
」
︱
︱

奈
良
が
持
つ
本
物
の
歴
史
文
化
資
源

の
重
み
を
改
め
て
認
識
し
、
交
流
の

拡
大
を
通
じ
た
持
続
的
発
展
に
つ
な

げ
た
い
と
願
い
、
二
〇
一
〇
年
元

日
か
ら
一
年
間
に
わ
た
っ
て
、「
奈

良
大
和
路 

秘
宝
・
秘
仏
特
別
開
帳
」

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
奈
良

県
内
外
で
展
開
し
て
い
る
。　

　

続
日
本
紀
に
よ
れ
ば
、
平
城
遷
都

は
七
一
〇
年
三
月
十
日
。
そ
れ
に
ち

な
み
、
現
在
の
暦
で
こ
の
日
に
あ
た

る
四
月
二
十
三
日
、
第
一
次
大
極
殿

の
復
原
完
成
式
典
を
行
い
、
翌
日
か

ら
メ
イ
ン
会
場
で
あ
る
平
城
宮
跡
を

オ
ー
プ
ン
す
る
。
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
を
控

え
た
奈
良
は
、
ま
さ
に
「
咲
く
花
の

薫に
お

う
が
如
く
い
ま
盛
り
な
り
」
と
い
っ

た
盛
り
上
が
り
を
見
せ
つ
つ
あ
る
。

　

飛
鳥
、
藤
原
、
平
城
京
と
、
奈
良

に
都
が
置
か
れ
て
い
た
時
代
は
、
東

ア
ジ
ア
な
ど
と
の
交
流
を
通
じ
、
日

本
と
い
う
国
の
礎
が
築
か
れ
た
時
代
。

の
ち
に
京
都
に
都
が
移
っ
て
か
ら
は

遣
唐
使
も
廃
止
さ
れ
、
江
戸
時
代
に

は
鎖
国
と
、
諸
外
国
と
の
交
流
の
機

会
が
失
わ
れ
て
い
っ
た
。
奈
良
時
代

は
非
常
に
開
放
的
で
、
諸
外
国
か
ら

率
直
に
学
ん
で
い
た
時
期
だ
と
思
う
。

広
く
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
各
地
か
ら
も

仏
教
は
じ
め
工
芸
品
や
調
度
、
舞
楽

や
音
楽
、
医
療
、
も
の
づ
く
り
、
土

木
建
築
…
…
多
様
な
も
の
が
中
国
・

　歴史文化

あをによし――

平城遷都１３００年祭に
寄せて
林 洋 社団法人 平城遷都１３００年記念事業協会 事務局長

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
か
ら
離
脱
す
べ
き
か

否
か
を
適
切
に
判
断
す
る
必
要
も
出

て
く
る
。
今
後
、
何
十
万
、
何
百
万

と
い
う
分
散
設
置
さ
れ
た
太
陽
光
発

電
設
備
と
電
力
系
統
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

と
を
い
か
に
し
て
協
調
さ
せ
て
い
く

か
、
そ
の
た
め
の
最
適
な
シ
ス
テ
ム

の
姿
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
、
さ
ま

ざ
ま
な
技
術
分
野
以
外
に
経
済
的
な

視
点
も
あ
わ
せ
て
検
討
を
進
め
て
い

か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

　

太
陽
光
が
現
在
の
十
倍
、
二
十
倍

と
増
え
れ
ば
増
え
る
ほ
ど
、
こ
う
し

た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
関
連
の
課
題
が
重

み
を
増
し
て
く
る
。
自
然
条
件
に

よ
っ
て
出
力
が
大
き
く
変
動
し
、
供

給
面
で
不
確
実
性
を
有
す
る
太
陽
光

発
電
の
大
量
導
入
に
は
、
実
証
デ
ー

タ
の
積
み
重
ね
が
欠
か
せ
な
い
。
電

力
業
界
は
全
国
の
約
三
十
地
点
で
メ

ガ
ソ
ー
ラ
ー
発
電
所
を
建
設
し
、
ま

た
、
全
国
約
三
百
カ
所
で
日
射
量
計

測
を
行
う
な
ど
、
天
候
や
日
射
量
の

変
動
が
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
全
体
の
安
定

供
給
に
与
え
る
影
響
を
検
証
す
る
こ

と
と
し
て
い
る
。
大
量
の
太
陽
光
発

電
を
電
力
系
統
に
つ
な
ぐ
と
き
の

ル
ー
ル
づ
く
り
や
最
適
な
シ
ス
テ
ム

構
築
に
向
け
、
フ
ィ
ー
ル
ド
テ
ス
ト

の
積
み
重
ね
に
よ
る
定
量
デ
ー
タ
の

把
握
や
分
析
が
早
急
に
求
め
ら
れ
る
。

　

同
時
に
、
太
陽
光
を
大
規
模
に
増

や
す
に
は
、
サ
ー
チ
ャ
ー
ジ
の
制
度

に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
社
会
全
体

で
応
分
の
負
担
を
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

そ
の
た
め
の
合
意
形
成
を
き
ち
ん
と

で
き
る
か
否
か
が
、
今
後
の
普
及
の

分
岐
点
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
地
球
環
境
問
題
は
、

一
つ
の
対
策
で
解
決
で
き
る
ほ
ど
単

純
で
は
な
い
。
柔
道
に
た
と
え
れ
ば

「
一
本
勝
ち
」で
な
く
、「
効
果
」や「
有

効
」
の
よ
う
に
ポ
イ
ン
ト
を
こ
つ
こ

つ
と
積
み
上
げ
て
判
定
勝
ち
に
持
ち

込
む
し
か
な
い
。
太
陽
光
も
そ
う
し

た
ポ
イ
ン
ト
の
一
つ
で
あ
り
、
太
陽

電
池
で
高
い
技
術
力
を
有
す
る
資
源

小
国
日
本
に
と
っ
て
、重
要
な
「
技
」

で
あ
る
こ
と
に
間
違
い
な
い
。

わ
か
お　

し
ん
じ

早
稲
田
大
学
理
工
学
術
院
教
授

一
九
六
五
年
福
岡
県
生
ま
れ
。
早
稲
田
大
学

理
工
学
部
電
気
工
学
科
卒
、
同
大
学
院
理

工
学
研
究
科
博
士
課
程
修
了
。
博
士
（
工

学
）。
早
稲
田
大
学
理
工
学
部
助
手
、
助
教

授
を
経
て
、
〇
六
年
よ
り
現
職
。
電
磁
エ
ネ
ル

ギ
ー
機
器
を
対
象
と
す
る
数
値
解
析
技
術
、

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
設
計
・
運
用
最
適

化
技
術
に
関
す
る
研
究
に
取
り
組
む
。

http://w
w

w
.eb.w

aseda.ac.jp/w
akao/

い
る
わ
け
だ
。

　

し
か
し
今
後
、
導
入
が
大
規
模
に

な
れ
ば
、
さ
す
が
の
電
力
会
社
も
、

不
安
定
な
出
力
を
無
限
に
調
整
で
き

る
わ
け
で
は
な
い
。
場
合
に
よ
っ
て

は
電
圧
や
周
波
数
が
不
安
定
に
な
る

な
ど
電
気
の
品
質
に
影
響
を
与
え
た

り
、
そ
の
結
果
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
と

し
て
の
信
頼
性
に
支
障
を
来
す
こ
と

も
考
え
ら
れ
る
。
太
陽
光
発
電
自
体

に
も
、
電
力
供
給
の
一
端
を
担
う
以

上
、
相
応
の
信
頼
性
が
求
め
ら
れ
る

よ
う
に
な
る
。
例
え
ば
急
激
な
負
荷

変
動
や
ト
ラ
ブ
ル
に
対
し
、
個
々
の

太
陽
光
発
電
設
備
が
状
況
を
見
極
め
、

平城宮跡

性
は
高
い
。

　

た
だ
し
大
量
導
入
が
進
め
ば
、
今

度
は
別
の
問
題
も
起
き
て
く
る
。
系

統
電
力
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
問
題

だ
。

　

日
本
で
は
電
源
構
成
も
含
め
、
世

界
的
に
も
極
め
て
安
定
性
の
高
い
電

力
系
統
が
構
築
さ
れ
て
い
る
。
だ
か

ら
今
は
、
天
候
任
せ
の
太
陽
光
発
電

も
、
電
力
会
社
の
系
統
と
つ
な
ぐ
だ

け
で
、
発
電
量
が
足
り
な
い
と
き
も

余
っ
た
と
き
も
上
手
く
調
整
し
て
も

ら
う
こ
と
が
で
き
る
。
い
わ
ば
電
力

系
統
自
体
が
大
き
な
蓄
電
装
置
の
よ

う
な
バ
ッ
フ
ァ
の
役
割
を
果
た
し
て

第一次大極殿・前庭 遺構展示館

平城京なりきり体験館

東院庭園広場

朱雀門広場

平城京歴史館/遣唐使船復原展示

エントランス広場

平城宮跡資料館

交流広場

佐伯門

玉手門

小子部門

壬生門

朝集殿

朝堂院

第二次大極殿

内裏

若犬養門

宮内省

朝堂院

南門
第一次大極殿院

建部門

発
電
電
力

・容量3.2kW・北緯34.4℃・東経132.4℃・方位角0℃（真南）・傾斜角30℃
2.5

2.0

1.5

1.0

0.5

0

晴れ

曇り

雨

（kW）

太陽光発電の出力変動（春期）

太陽光発電は時間と天気で発電量が変わる

出典：電気事業連合会

時

石炭

天然ガス

石油

太陽光

風力（大規模施設）

原子力

火力

水力

49円

9～14円

5.3円

5.7円

6.2円

10.7円

11.9円

1kWhあたりの発電コスト

出典 ： ◎一般水力、石油火力、天然ガス火力、石炭火力、原子力 ； 「総合資源エネルギー
調査会電気事業分科会コスト等検討小委員会資料（2004年1月）」 ◎太陽光 ； 「総合
資源エネルギー調査会新エネルギー部会資料（2008年10月）」 ◎風力 ； 「総合資源エネ
ルギー調査会新エネルギー部会資料（2009年8月）」 
＊一般水力、石油火力、天然ガス火力、石炭火力、原子力は運転年数を40年とした場合
（割引率３％、設備利用率80%［水力のみ45%］）
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会
合
、
世
界
宗
教
者
平
和
会
議
、
十

月
の
東
ア
ジ
ア
地
方
政
府
会
合
や
第

十
二
回
世
界
歴
史
都
市
会
議
、
十
二

月
の
日
本
と
東
ア
ジ
ア
の
未
来
を
考

え
る
委
員
会
全
体
会
合
な
ど
の
大
き

な
国
際
会
議
を
、
今
年
、
奈
良
に
誘

致
・
開
催
で
き
る
意
義
は
大
き
い
。

　

ま
た
十
月
に
は
、
も
う
一
つ
の
中

核
事
業
「
平
城
遷
都
１
３
０
０
年
記

念
祝
典
」
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
て

お
り
、
一
段
と
盛
り
上
げ
を
図
っ
て

い
く
。　

　

年
間
を
通
じ
た
祭
り
の
舞
台
は
、

メ
イ
ン
会
場
の
平
城
宮
跡
だ
け
で
は

な
い
。
今
回
の
祭
り
の
特
徴
の
一
つ

は
「
全
県
広
域
」。
奈
良
を
東
西
南

北
（
四
神
）
に
分
け
、
東
（
青
龍
）

の
飛
鳥
・
藤
原
、
大
和
高
原
・
宇
陀
、

西
（
白
虎
）
の
斑
鳩
・
信
貴
山
、葛
城
、

南
（
朱
雀
）
の
吉
野
、そ
し
て
北
（
玄

題字　森　詳介（関西電力株式会社取締役社長）

『躍』（やく）という誌名は、皆さまとともに「躍進」「飛躍」していきたい、
また皆さまにとって「心躍る」広報誌でありたい、
との思いを込めて名づけました。

本誌は大豆油インクを使用しています。

『躍』の内容はホームページでもご覧いただけます。 
http://www.kepco.co.jp/yaku/
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編
集
後
記

　

心
躍
る
春
。

　

振
り
返
れ
ば
、
今
年
の
冬
は
と
ん
で
も
な
く
寒
い
日
が
続
い
た
か
と

思
え
ば
、
い
き
な
り
初
夏
の
よ
う
な
陽
気
と
か
。
寒
暖
の
差
が
著
し
く

て
、
こ
れ
も
温
暖
化
の
影
響
で
し
ょ
う
か
。
温
暖
化
と
は
、
単
に
暖
か

く
な
る
の
で
は
な
く
、
厳
冬
と
真
夏
が
隣
り
合
わ
せ
に
あ
る
よ
う
な
異

常
気
象
が
増
え
る
こ
と
だ
と
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
温
暖
化
対
策

は
「
待
っ
た
な
し
」
の
よ
う
な
昨
今
、
今
号
は
低
炭
素
社
会
づ
く
り
へ

の
メ
イ
ン
テ
ー
マ
「
資
源
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
」
を
取
り
あ
げ
、
十
市

勉
さ
ん
、
山
名
元
さ
ん
、
杉
山
大
志
さ
ん
に
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ル
ポ
で
も
低
炭
素
社
会
づ
く
り
の
ヒ
ン
ト
を
求
め
て
、
古
民
家
を
生

か
し
て
い
る
取
り
組
み
や
、
草
地
や
森
林
、
海
洋
な
ど
Ｃ
Ｏ
２

吸
収
源

と
見
ら
れ
て
い
る
地
域
資
源
を
守
り
生
か
す
関
西
各
地
の
取
り
組
み
を

探
っ
て
み
ま
し
た
。

　

そ
し
て
「
エ
コ
ル
ー
ツ
紀
行
」
で
は
、
上
大
岡
ト
メ
さ
ん
と
世
界
遺

産
の
島
・
屋
久
島
へ
︱
︱
樹
齢
千
年
以
上
の
屋
久
杉
を
は
じ
め
太
古
の

自
然
に
触
れ
る
と
と
も
に
、
こ
の
貴
重
な
生
態
系
を
守
り
生
か
す
活
動

を
続
け
て
い
る
人
々
の
話
を
聞
き
、
森
と
人
間
の
関
わ
り
に
つ
い
て
改

め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

低
炭
素
化
へ
の
動
き
が
私
た
ち
の
活
動
を
縛
る
だ
け
の
も
の
で
は
な

く
、
理
想
と
現
実
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
り
な
が
ら
、
心
躍
ら
せ
て
取
り
組

め
る
も
の
で
あ
る
よ
う
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

は
や
し　

よ
う

社
団
法
人 

平
城
遷
都
１
３
０
０
年
記
念
事
業

協
会　

常
任
理
事 

事
務
局
長　
　

一
九
五
四
年
奈
良
県
生
ま
れ
。
京
都
大
学
経

済
学
部
卒
。
七
七
年
建
設
省
（
現
・
国
土

交
通
省
）
入
省
。
九
五
年
奈
良
県
庁
入
庁
。

地
域
振
興
室
長
、
都
市
計
画
課
長
、
農
林

部
長
な
ど
を
経
て
、
二
〇
〇
七
年
よ
り
現
職
。

http://w
w

w
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武
）
の
平
城
京
周
辺
な
ど
、
多
様
な

歴
史
と
地
域
特
性
を
持
つ
各
エ
リ
ア

ご
と
に
、
地
域
主
導
で
行
催
事
を
展

開
し
活
性
化
に
つ
な
げ
た
い
。
で
き

れ
ば
何
度
も
訪
れ
て
、
奈
良
の
奥
深

く
多
面
的
な
魅
力
に
触
れ
て
ほ
し
い
。

　

次
に
「
継
続
展
開
」。
一
三
〇
〇

年
目
の
今
年
は
、
ゴ
ー
ル
で
は
な
く
、

始
ま
り
。
残
念
な
が
ら
現
在
の
奈
良

は
宿
泊
施
設
や
交
通
ア
ク
セ
ス
な
ど

観
光
客
を
も
て
な
す
条
件
が
十
分

揃
っ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。
今
回

の
祭
り
を
起
爆
剤
と
し
て
、
併
せ
て

も
て
な
し
の
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
を
整

え
、
交
流
の
拡
大
に
よ
る
歴
史
文
化

観
光
拠
点
と
し
て
の
発
展
を
続
け
て

い
け
る
よ
う
に
し
た
い
。

　

三
つ
目
は
「
ス
リ
ム
化
・
無
料
化
」。

事
業
の
ム
ダ
を
省
い
て
ス
リ
ム
化
し
、

で
き
る
だ
け
無
料
で
楽
し
ん
で
い
た

平城京歴史館/遣唐使船復原展示

第一次大極殿前庭・
南門広場

朝
鮮
半
島
を
経
由
し
て
奈
良
に
伝
わ

り
、
根
づ
き
、
残
っ
て
い
る
。
そ
の

意
味
で
こ
れ
ら
は
、
世
界
の
人
々
共

有
の
財
産
で
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

奈
良
、
関
西
、
日
本
、
さ
ら
に
世
界

の
人
々
も
そ
う
し
た
こ
と
を
認
識
し

て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
う
。

　

先
々
を
見
通
し
た
と
き
、
近
隣
の

東
ア
ジ
ア
諸
国
等
と
建
設
的
な
関
係

を
築
き
、
日
本
の
発
展
の
未
来
像
を

描
く
こ
と
は
や
は
り
重
要
だ
。
国
と

国
と
の
つ
な
が
り
以
外
に
も
、
長
年

の
地
域
同
士
の
ゆ
か
り
を
生
か
し
た

地
域
間
交
流
を
展
開
で
き
れ
ば
意
義

深
い
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
中
核
事
業

の
一
つ
で
あ
る
「
東
ア
ジ
ア
未
来
会

議 

奈
良
２
０
１
０
」
で
は
、
日
本

や
東
ア
ジ
ア
の
望
ま
し
い
未
来

の
構
想
に
資
す
る
た
め
、
今

年
、
奈
良
で
開
催
さ
れ
る

国
際
会
議
等
の
成
果
を

活
用
し
「
平
城
京
レ

ポ
ー
ト
」
と
し
て

国
内
外
に
発
信

す
る
。
九
月

の
Ａ
Ｐ
Ｅ

Ｃ
観
光

大
臣

だ
く
。
平
城
京
歴
史
館
や
な
り
き
り

体
験
館
な
ど
一
部
有
料
の
も
の
も
廉

価
と
し
て
お
り
、
内
容
に
照
ら
せ
ば

リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
に
楽
し
ん
で
い
た
だ

け
る
と
思
う
。

　

奈
良
を
訪
れ
る
場
合
、
多
く
の

方
は
京
都
・
大
阪
を
経
由
す
る
。
奈

良
だ
け
で
は
宿
泊
等
を
賄
い
き
れ
な

い
現
実
も
あ
り
、
各
地
に
受
け
皿
と

な
っ
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
る
。
そ

の
意
味
で
、
関
西
全
体
と
し
て
経
済

的
な
相
乗
効
果
も
期
待
で
き
る
の
で

は
な
い
か
。

　

歴
史
ブ
ー
ム
も
追
い
風
に
、集
客
・

経
済
効
果
は
当
然
意
識
し
て
い
る
が
、

よ
り
重
視
し
た
い
の
は
、
奈
良
を
訪

れ
た
方
一
人
ひ
と
り
が
本
物
の
魅
力

を
感
じ
、「
ま
た
訪
れ
た
い
」
と
思
っ

て
も
ら
え
る
こ
と
。
そ
れ
が
、
遷
都

一
三
〇
〇
年
以
降
の
奈
良
、
ひ
い
て

は
関
西
の
継
続
的
な
発
展
に
欠
か
せ

な
い
要
素
だ
と
考
え
て
い
る
。
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